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週刊 瀬上方言 

 

黒木 邦彦 

蛍池言語研究所所長・甲南女子大学講師 

 

ふと思い立って，鹿児島県上甑島
かみこしきしま

瀬上
せ が み

の伝統方言の教科書を週刊で書いていくことに

しました ([注] 2012 年 8 月 29 日現在)。瀬上方言というのは，僕が時々Facebook に平仮

名書きで投稿しているアレです。 

なお，『週刊 瀬上方言』は「創刊号無料 (通常無料)」，つまり，常に無料です (デ ア

ゴ○ティ～ニ♪ (泣))  

 

1 上甑島瀬上 (2012 年 8 月 29 日執筆; 同年 9 月 10 日改訂) 

上甑島は串木野新港
く し き の し ん こ う

 (鹿児島いちき

串木野市) の西方約 38km の東シナ海

上に浮かぶ離島で，中甑島
なかこしきしま

や下甑島
しもこしきしま

な

どと甑島列島を形成しています。 

瀬上  ( 現地では  [セ ンガーミ ; 

seŋaːm
j
i]

1
) は鹿児島県薩摩川内市上甑

町 (旧同県薩摩郡上甑村) の大字
おおあざ

の一

つで，2011 年度の国勢調査によれば，

当地の人口は 212 人です。1950 年代に

は 1,000 人近くの人が当地で暮らして

いたそうなので，相当な減りようです。 

瀬上は，一見すると，どこにでもあ

りそうな集落ですが，当地の方言は強

烈です。このことは，‘黒砂糖’ ‘桜島’ 

‘板敷き’ ‘漕いだ’ をそれぞれ次のよう

に言うことからも分かるでしょう:  

(1) a. [クヨニャロー; kujoɲaroː] ‘黒砂糖’ 

b. [サグヤニマ; sagujaɲima] ‘桜島’ 

c. [イラニーギ; iɾaɲiːg
j
i] ‘板敷き’ 

d. [ケーナ; keːna] ‘漕いだ’ 

                                                        
1 最も近い音声をカタカナと国際音声字母 (IPA) で [ ] 内に書き表します。 

図 1 甑島列島 
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図 2 甑島列島 

 

【余談】 

下甑島には，『Dr. コトー診療所』のモデルとなった，

下甑手打
て う ち

診療所 (cf. 図 3) があります。 

 

瀬上方言も日本語の一種なのですが，上記のように，

標準日本語とは音声の面でかけ離れています。そのため，

初見 (言語だから初聞？) ではまず分かりません。鹿児

島方言の中では最も難しく，本土方言の中でも，津軽方

言と一，二を争うのではないかと思います。 

土地の人々と伝統方言でペラペラ喋れたら素敵なんですけど，現時点では，会話を半

分くらい聴き取るのがやっとです。 

話者数が限られている伝統方言は，コミュニケーションの道具として活躍する機会が

限られています。この面では英語などには遠く及びません。したがって，伝統方言の教

科書を作っても，需要はほとんどないでしょう。 

 

図 3 下甑手打診療所 

(黒木撮影) 
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表 1 甑島列島の人口 (町別，大字別) 

里町 : 里

1,314 1,314

上甑町 : 中甑 中野 江石 平良 小島 瀬上 桑之浦

1,532 547 53 175 309 172 212 64

鹿島町 : 藺牟田

517 517

下甑町 : 手打 片野浦 瀬々野浦 青瀬 長浜

2,298 790 167 205 229 907

 

 

それでも瀬上方言の教科書を作るのは，言語という無形文化を一つでも多く記録・保

存するためです。残念なことに，瀬上方言も他所の伝統方言と同じく，消滅の危機にあ

ります。僕が知る限り，50 代の方々も結構話せますが，80 代の方々に比べると，やはり

相当に共通語化しています。母語話者がいなくなった言語の再生は困難を極めるので，

危機言語の記録・保存は母語話者が健在であるうちに終えなければいけません。 

危機言語の記録・保存は，「人間の寿命を延ばす」だとか，「アフリカ大陸の砂漠を緑

化する」だとか，「経済を好転させて，新たに雇用を生む」だとかには貢献しません (笑) 

「人間の所産である文化を人様に迷惑を掛けない範囲で継承していくことは，絶対的に

善である」という前提でこの仕事に取り組んでいることを，どうかご理解下さい。 

幸い，今は僕のような庶民でも，インターネットを通じて，全世界に情報を発信でき

ます。これを活用して，瀬上方言 (更には甑島列島) の存在を広めることができれば，

この上なく幸せです。来月 ([注] 2012 年 8 月 29 日現在) から週刊で進めていきます。 

なお，作成にあたっては，次の文献に多くを学んでいます。黒木も，2010 年 9 月以来，

半年に一度の頻度で現地に足を運んで，母方言話者の方々に教わっています (自分の論

文も書かないといけませんね):  
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2 音韻論 (2012 年 9 月 10 日執筆) 

先日 ([注] 2012 年 9 月 10 日現在)，瀬上方言の音声は標準日本語のそれとかけ離れて

いると言いましたが，それは語の音形2に限ってのことです。瀬上方言で発する音声は，

日本語母語話者が日常的に発しているものとあまり変わりません。音声の組合せも標準

日本語に似ているので，音声を書き写すだけであれば，仮名でも事足ります。 

しかし，瀬上方言の音声を体系的に学ぶのであれば，この方法は望ましくありません。

瀬上方言では，語の音形が一定の規則に従って様々に変化するので，その一つ一つを暗

記するよりも，音声の体系 (専門的には “音韻” と言います) を理解する方が効率的な

のです。 

そこで，本稿ではローマ字を使いながら，瀬上方言の音韻を勉強していきます。日本

語母語話者には抵抗があるかと思いますが，どうぞ宜しくお付き合い下さい。 

 

2.1 音素目録 

日本語母語話者が日常的に使っている仮名の多く (全てではありません) は，2 種類の

音声を続けて発した時の音声を表しています。たとえば，「か」が表しているのは，カ行

音に共通する音声 [k] に，ア段音に共通する音声 [a] を続けて発した時の音声 [ka] で

す。前半の音声 [k] などを “子音” と，後半の音声 [a] などを “母音” と言います。 

 

                                                        
2 語を形成する音声のこと。‘tree’ ‘leg’ ‘man’ を意味する語の音形は，標準日本語ではそれぞれ [キ, ア

シ, アタマ]，瀬上方言ではそれぞれ [キー, アーシ, アラマ] です。 
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2.1.1 母音 

瀬上方言では，標準日本語と同様に 5 種類の母音を使い分けています3。それぞれの発

音は標準日本語のものと大よそ同じです。本稿では，標準日本語のローマ字表記法の一

つである訓令式 (cf. ヘボン式)
4に倣

なら

って，これらを次のように表記します:  

(2) 瀬上方言の母音 

●/i/ [イ; i]  ●/u/ [ウ; u]  ●/e/ [イェ ~ エ; je ~ e]  ●/o/ [オ; o]  ●/a/ [ア; a] 

(注 1) /A/ [B]: ‘/A/ は [B] と発音する’ という意味です。 

(注 2) /A/ [B ~ C]: ‘/A/ は，特定の環境では [B] と，その他の環境では [C] と発音する’ 

という意味です。 

(注 3) [u, a] は正確には [  , ä] です。入力の便を優先して，[u, a] と表記しています。 

舌の位置の違いに基づいて (2) を整理すると，表 2 のようになります:  

 

表 2 瀬上方言の母音体系 

前舌 中舌 後舌

高舌 i u

中舌 e o

低舌 a

 

 

/i, u, o, a/ の発音は一定ですが，/e/ の発音は環境に応じて，次のように変わります:  

(3) a. /e/ は，音節初頭では [イェ; je] と;  

b. その他の環境では [エ; e] と発音します。 

参考までに /e/ の例を次に挙げます (“.” は音節 (詳細後述) の境界です):  

(4) a. /e/ [イェ; je] ‘家; 柄; 絵’ 

b. /e.na/ [イェナ; jena] ‘枝’ 

c. /eN.pi.cu/ [イェンピツ; jemp
j
iʦu] ‘鉛筆’ 

(5) a. /ke/ [ケ; ke] ‘毛’ 

b. /ho.ne/ [ホネ; hone] ‘骨’ 

c. /a.sa.se/ [アサセ; asase] ‘浅瀬’ 

なお，/e/ が音節初頭音になるのは，第 1 音節に限られるようです (詳細後述)。 

                                                        
3 日本語式に表現すれば，母音の数は，ア段，イ段，ウ段などの「段」の数と同じです。  
4 訓令式もヘボン式も日本語のローマ字表記法で，前者は音韻の違いに，後者は音声の違いに重きを

置いています。 
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2.1.2 子音 

日本語方言全般でそうなのかもしれませんが，子音の数に対する見解は，母音のそれ

に比べると，一定しません。このような事情はありますが，瀬上方言の子音の数5は標準

日本語のそれとほとんど同じです。先行研究の記述と僕の調査結果を踏まえると，瀬上

方言では次の 16 種類の子音を使い分けているように思います (弱気):  

(6) 瀬上方言の子音 

●/f/ [ɸ]  ●/h/ [h]  ●/p/ [p]  ●/b/ [b]  ●/t/ [t ~ ɾ]  ●/d/ [d ~ n]  ●/c/ [ʦ ~ ʨ ~ ʣ 

~ ʥ]  ●/k/ [k ~ g]  ●/g/ [g ~ ŋ]  ●/s/ [s]  ●/z/ [ʣ/ʥ ~ ɲ/z/ʑ]  ●/m/ [m]  ●/n/ 

[n]  ●/r/ [ɺ ~ ɾ]  ●/j/ [j]  ●/w/ [w] 

(注 1) /j, w/ はその他の子音とは音韻的特徴を異にしますが (詳細後述)，ここでは子音に

入れておきます) 

調音点，調音法の違いに基づいて (6) を整理すると，表 3 のようになります:  

 

表 3 瀬上方言の子音体系 

閉鎖音 p b t d k g

破擦音 c

摩擦音 f s h

鼻音

弾き音

接近音

唇音 舌頂音 舌背音 咽喉音

共鳴音

m n

w j

阻害音
z

r

 

 

【次回予告】 

(i) 音素 /f, h, p, b/ の条件異音  (ii) 半濁音化 /f, h → p/  (iii) 濁音化 /f, h → b/  (iv) 音

素 /k, g/ の条件異音  (v) 濁音化 /k → g/ 

 

                                                        
5 日本語式に表現すれば，子音の数は，カ行，サ行，タ行などの「行」の数と同じです。  


